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三次元電磁流体計算によるプラズモイド発達過程に対するシヤ磁場効果
の研究
市川裕人、鵜飼正行、近藤光志
Research Center of Space and Cosmic Evolution (RCSCE), Ehime University,
Matsuyama 790-8577, Japan
 近年の衛星観測による統計的な研究によって、地球磁気圏尾部におけるプ
ラズモイドの発達過程や特徴が明らかにされてきた（Ieda, 1998, Machida,
2004）。これまでの我々の研究(Ugai et al., 2005, Ugai and Zheng, 2005)で
は、電磁流体(MHD)シミュレーションを用いてシヤしていない磁場における
プラズモイドの発達過程を明らかにしてきた。しかしながら、太陽コロナや
地球磁気圏尾部における磁場は一般的にシヤしていることが多くの衛星観測
やシミュレーションによって明らかになっている。そこで本研究では自発的
高速磁気再結合モデルを用いてMHDシミュレーションを行い、シヤ磁場に
おけるプラズモイドの発達について調べるとともにその特徴について解析を
行う。また、このシミュレーションで得た結果と実際の衛星観測によるデー
タとの比較を行う。
 実際にシミュレーションを行った結果、高速磁気再結合現象によるシヤ磁
場中での三次元的なプラズモイドの発生を再現することができた。シヤ磁場
の効果によって、プラズモイドは東西方向にゆがんだ形で発達し、プラズモ
イド前方に元々カレントシート中に存在した磁場は、プラズモイド前方に蓄
積され先に述べたプラズモイドのゆがみにより南北方向の勾配を持つ。一方、
プラズモイド後方の磁場は再結合した磁場が蓄積された。これによってプラ
ズモイドの前方と後方で南北成分が反転した強い磁場が形成された。この現
象は実際の衛星観測で確認されているものと一致している。
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